
 

2023年 

今月のみどころ 
９月号 

きらら室根山天文台 
★ 住   所 〒029-1201 岩手県一関市室根町折壁字室根山1-146  TEL/FAX 0191-64-3700 

★ 休 館 日 火・水曜日    夜間開館 金・土・日曜日 及び 祝祭日当日 と その前日 

★ 開館時間 【昼の部】 13:30～17:00（4月～8月） 13:30～16:30（9月～11月）   【夜の部】 19:30～21:30（4月～8月） 19:00～21:30（9月～11月） 

★ 入 館 料 大人330円 小・中学生160円    団体（20名様以上） 大人270円 小・中学生130円 

☆ 学校の親子行事や子ども会など団体でのご利用の場合は、休館日でもお受けすることがあります。 

詳しくは、一関市役所室根支所産業建設課（0191-64-3806）まで、お気軽にお問い合わせ下さい。 

きらら 

室根山天文台 

９月の夜空 

東 南 西 2023年 9月15日 午後 8時00分 

 9月 7日 7時21分：下弦 ◑ 

 9月15日10時40分：新月 ● 

 9月19日23時11分：金星 最大光度 

 9月20日09時30分：海王星 衝（観望好期） 

 9月21日17時26分：アンタレス 食 

 9月22日22時16分：水星 西方最大離角 

 9月23日 4時32分：上弦 ◐ 

 9月29日18時58分：満月 ○（中秋の名月） 

月を愛でる習慣。知識も情報も道具も無いとして、自分ならどんな空想をしていたのでしょう？ 



 

2023年 

今月のかいせつ 
９月号 

きらら室根山天文台 
★ 住   所 〒029-1201 岩手県一関市室根町折壁字室根山1-146  TEL/FAX 0191-64-3700 

★ 休 館 日 火・水曜日    夜間開館 金・土・日曜日 及び 祝祭日当日 

★ 開館時間 【昼の部】 13:30～17:00（4月～8月） 13:30～16:30（9月～11月）   【夜の部】 19:30～21:30（4月～8月） 19:00～21:30（9月～11月） 

★ 入 館 料 大人330円 小・中学生160円    団体（20名様以上） 大人270円 小・中学生130円 

☆ 学校の親子行事や子ども会など団体でのご利用の場合は、休館日でもお受けすることがあります。 

詳しくは、一関市役所室根支所産業建設課（0191-64-3806）まで、お気軽にお問い合わせ下さい。 

きらら 

室根山天文台 

きらら室根山天文台 2023年度公開期間 4月13日～11月30日 

青空の中に星を探す（今年２度目） 
 

 金星が８月１２日の内合（太陽と地球の間に入り込む位置）を挟んで、宵の

明星から明けの明星へと移り、９月１９日に再び最大光度を迎えます。この頃

から１０月２４日の最大離角を過ぎる頃まで、日中の肉眼で確認のチャンスで

す。最大光度の頃は南中時刻が午前９時頃になるので、午前１０時（真南から

西側へ１５°移動）に小休憩をお持ちの方は自分の目の保養を兼ねて探してみ

ましょう。望遠鏡では三日月形状ですが、肉眼では明るく輝く星です。 

 

太陽系最大の惑星 

 

 ９月下旬になると閉館時刻間際に木星が観望対象に入り始めます。ただ、こ

の頃は昇り始めの高度の低い位置なので見栄えは良くありません。徐々に早い

時刻に昇るので同一時刻に高度を確保できるようになります。見頃になる木星

の衝は１１月３日です。 

 

お月見 

 

 世界各国に存在するお月さまを愛でる習慣。日本でも古来か

ら、ススキとお団子、秋の味覚等をお供えして、厄を払い、収

穫に感謝し、幸せを願いながら月を眺めたりします。照明方法

が心もとない時代から、一晩中ある月明かり（満月は日暮れか

ら夜明けまで空にある）の下、余興を楽しんだり、宴会を続け

ていたようですね。また、宵闇の中では照明が力不足だと満月

の明るさは意外と強烈に感じられたことでしょう。池や庭石の

窪みに水を張り、水面に映る月の姿を見る工夫が流行した記述

もあります。屋内からでも見えるようになる場合もあったので

しょう。何か現代のインスタ映え精神を感じます。自分でお気

に入りのお月見を楽しみましょう。 


